
【基本目標】１．子育ち
　【基本施策】（１）教育・保育の量の確保と質の向上

具体的事業名 事業内容 所管 方向性または目標 事業対象 Ｒ２ 評価 R２事業実施上の課題 R３ 目標 R３ 事業の進捗状況
学習意欲向上プロジェク
ト

学力を高めるために基
礎・基本の定着を図ると
共に、自ら学び自ら考え
る力の育成を図ります。

学校教育課 外部講師（大学教授等）
を招聘しての研修活動の
一層の充実、島外先進校
の視察を通しての研修

市内小中学校教員
児童生徒

◎

リモート等を使いなが
ら13中学校区全てで
実施できた。

コロナ禍により、先進
校視察、講師招聘とも
島外移動が困難であっ
た。

市内13中学校区全
てで実施。

１３中学校区中、3校が実施済
み。（R3.9.15現在）

キャリア教育推進事業 佐渡の自然、歴史、文化
を学ぶ佐渡学や地域産業
学習を実施し、郷土愛の
醸成と職業観の育成を図
るキャリア教育を推進し
ます。

学校教育課 佐渡の自然、歴史、文化
を学ぶ佐渡学や地域産業
学習を実施し、郷土愛の
醸成と職業観の育成を図
るキャリア教育を推進し
ます。

①みらいずノートの活用
②キャリアパスポート研
修の実施
③課題解決型職場体験の
実施と充実
④マナー講座

◎

①みらいずノートの活
用に関しては９５％の
達成。　②③④につい
ては１００％の達成。

①②みらいずノート、
キャリアパスポートの
活用に関しては学校間
格差が見られる。③④
新型コロナウィルスの
対応で職場体験を受け
られない事業所が出て
きた。

①100%
②100%
③100%
④100%

①②みらいずノートとキャリ
アパスポートの活用に関する
アンケート調査をするととも
に、研修会を実施し活用促進
を図る。
③④課題解決型職場体験、マ
ナー講座は全中学校１３校で
実施を進めている。
（Ｒ３．８月末現在）

心の教室　相談員配置 自分を大切にでき、他人
を思いやることのできる
教育活動の推進を図りま
す。

学校教育課 小学校児童、中学校生徒
の教育相談や心の居場所
づくりを行う。

小学校　児童
中学校　生徒

◎

・相談延べ件数は昨年
比1.3倍、6398件で
あった。（２年前比約
２倍）
・小学校にも配置し、
心の居場所、相談機能
を果たすことができ
た。

・小学校１校への配置
を行ったことから、中
学校１校へ配置できな
かった。その中学校で
は、Ｒ１年間延べ500
人の相談件数があった
ことを考えると、増員
すべきであった。
・他の学校にからも、
配置を求める学校が
あった。

・児童生徒の教育
相談、心の居場づ
くりを行う。
・学校不適応、不
登校の未然防止と
して、積極的配置
を行う。

・別室登校の多い中学校に、
２名配置した。１学期昨年比
8.7倍の相談件数となった。
・増員できなかった結果、小
学校への配置ができなかっ
た。

佐渡産物を使用した「佐
渡イチオシ食材」
（旧　佐渡産物を使用し
た統一献立）

地産地消を推進するとと
もに、給食センターの栄
養士と生産者のもとへ取
材に伺い、取材する佐渡
産物の特徴や栽培してい
て苦労していること、や
りがいを生産者から聞き
取り、給食だよりで紹介
する。また、給食で使用
可能な食材は掲載月の献
立に取り入れる。

学校教育課 佐渡産物を活用した学校
給食を生きた食育の教材
として活用することで、
食べ物や生産に関わる
人々への感謝の気持ちを
育み、郷土を愛する気持
ちを養うとともに、佐渡
産物の旬を児童・生徒及
び家庭等へ伝え、味・よ
さを知ってもらい、小・
中学校9年間の食育を推
進する。

小・中学校　児童生徒及
び保護者

○

新型コロナウイルス感
染症対策のため６，
７，９月の３回は中止
となったが、６回のイ
チオシ食材紹介により
地産地消を推進し、子
ども達が佐渡産食材の
理解を深めることがで
きた。

取材する佐渡産食材の
品数が少なくなってき
ており、同じ食材をも
う一度取り上げるか、
この事業に代わる新た
な事業を考える必要が
ある。

調理場８施設
年９回実施

調理場８施設で実施
以下の４回実施
5月：サクラマス
6月：きゅうり
7月：番茶
9月：パッションフルーツ

[新規事業]
地域との連携ネットワー
ク

令和２年度に佐渡市の全
小中学校に学校運営委員
会が設置できるように支
援し、規則等整備してい
きます。

学校教育課 令和２年度にすべての小
中学校に設置された学校
運営協議会が円滑な運営
が出来るように支援して
いきます。

①ＣＳディレクターの全
配置の推進
②学校運営協議会の円滑
な開催

◎

全ての小中学校におい
て、学校運営協議会の
設置ができ、学校の運
営方針や活動について
複数回熟議した。

コロナ禍の影響により
協議会の開催開始が遅
れた。地域学校協働活
動（主管課：社会教育
課）との一体的な取り
組みにより地域ととも
にある学校づくりの推
進が期待される。

①100％
⓶年3回以上の開催
が100％

８月末現在で全24協議会中2
０協議会が計35回学校運営協
議会を開催している。

[新規事業]
ＩＣＴ整備事業

ＩＣＴ教育推進のため、
小中学校にＩＣＴ機器を
計画的に整備します。

学校教育課 ①すべての学校に電子黒
板と書画カメラを設置
②すべての学校に通信
ネットワークを構築
③児童生徒に一人一台の
端末を整備

小・中学校　児童生徒

○

令和3年度8月で、①
の設定作業も完了し
た。

当初予定を前倒しして
②③の事業を実施する
必要があったため、①
の事業に遅れが出てし
まった。

・小学校11校
　　36セット
・中学校7校
　　14セット
大型提示装置活用
機器を整備する。

①入札に向けて状況調査中
②ワイヤレス接続設定作業中
③令和2年度に端末整備済み

キッズお仕事体験 郷土愛と将来の夢や職業
観を育むため、佐渡市の
児童・生徒及び保護者を
対象としたキャリア教育
推進イベントを実施しま
す。

地域振興課 集客力の高いイベントと
同時開催することによ
り、より多くの小学生が
様々な体験できるよう取
り組む。

市内の小・中学生及び保
護者

△

新型コロナウイルス感
染拡大防止のため未実
施

―

市内で実施される
キャリア教育推進
イベントを支援す
る。

コロナ感染症の状況を考慮
し、今年度のイベントは中止
とした。
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具体的事業名 事業内容 所管 方向性または目標 事業対象 Ｒ２ 評価 R２事業実施上の課題 R３ 目標 R３ 事業の進捗状況
市展覧会作品募集 幼少期より創作を行うこ

とで、子どもたちの情操
を豊かに育むともに、将
来、芸術文化振興の担い
手となるよう市展作品を
募集します。

社会教育課 誰もが芸術、文化に親し
み、文化活動に参加し担
い手となるよう、さまざ
まな文化事業等を充実さ
せる。

佐渡島内の小中学校生徒
及び幼稚園、保育園の園
児

△

新型コロナウイルス感
染症の影響により、中
止となり評価できず。

感染症対策をしっかり
と行い、コロナ禍にお
いても市展を開催でき
る方法を確立する。

出品点数1,350点

入場者数3,500人

10月に開催ができるよう、準
備を進めている。

佐渡博物館等を活用した
学習支援事業

佐渡の自然、歴史、文化
を学ぶ佐渡学や地域産業
学習を実施し、郷土愛の
醸成と職業観の育成を図
り、学習活動を支援しま
す。

社会教育課 　小中学校の郷土学習を
支援し、子どもたちの郷
土愛の高揚を図る。
　イベントを開催するな
ど、博物館を楽しく学
び、体験できる文化施設
としての認知度向上に取
り組む。

　子どもから大人までの
島民全般

○

出前授業は、12回実
施（R1未実施）264
名の児童生徒に郷土の
歴史や文化を紹介する
ことができた。また、
子どもたちからの感想
では、資料に触れるこ
とで歴史や文化を学べ
たとあり、学習意欲の
向上に繋がり、今後の
学習に活かされると感
じている。子ども向け
ワークショップイベン
ト「さどはくまつり」
では、初めてのイベン
トであったが、親子連
れを中心に1日で554
人もの来場があり、博
物館の魅力を発信でき
た。

子どもが親しみやすい
イベントを継続してい
くことのほかに、学習
意欲の高い子どもを対
象により深い学びが得
られる機会を提供して
いくことも必要と考え
る。

・小中学校への出
前授業の実施
１５回
・ワークショップ
等イベントの開催
１０回
・ジュニア学芸員
養成講座（前期、
後期）１２回

・出前授業の開催 ３回（児童
生徒107名）
・ワークショップの開催 ３回
（参加者141名）
・ジュニア学芸員養成講座 ２
回（受講生5名＋保護者5名）

（Ｒ３．８月末現在）

園等巡回支援事業 保育園等への巡回訪問を
実施し、発達障がい児や
気になる子に対し、適切
な対応ができるよう保育
士等に助言します。

子ども若者課
（子ども若者
相談セン
ター）

巡回支援専門員が各園を
年間４～5回訪問。園児
の行動観察を行い、気に
なる児の特性と適切な対
応の仕方を保育者に助
言。また、園全体が共有
できるようコンサルテー
ションを実施します。

市内の全保育園、幼稚園

○

巡回後のコンサルテー
ションを通して指導方
法を伝えている。再確
認して確実に伝わるよ
う指導していく。

担当者は対象児の対応
方法の指導を受けて、
日々の保育に活かそう
としている。園全体で
取り組める環境にして
いくよう指導できると
良い。

巡回施設29か所
各施設年4～5回
対象児300名

・巡回回数71回
【指導員2人）

[検討事業]
子どもが元気な佐渡が島
（たからじま）（子育て
応援宣言）

子どもたちが夢と希望を
持ち、健やかに育てる環
境づくりを目指した子育
て応援事業（施策）の実
施をし、佐渡市の子育て
支援を更に充実させま
す。

子ども若者課 佐渡市の子育て支援施策
を見える化するために、
庁舎前に「子どもが元気
な佐渡が島（たからじ
ま）・子育て応援宣言」
の垂れ幕設置や、子ども
の権利条例の制定を検討
します。

継

垂れ幕の設置や子ども
の権利条例の制定を引
き続き検討する。

社会全体がそれぞれの
役割を果たすことによ
り、未来の佐渡市を担
う子ども達が健やかに
成長する、子育てしや
すい島、赤ちゃんに優
しい島の実現を目指
す。

垂れ幕の設置や子
どもの権利条例の
制定を検討する。

子どもの権利条例の制定を検
討中。

　【基本施策】（２）子どもや母親の健康確保と育成医療の推進
具体的事業名 事業内容 所管 方向性または目標 事業対象 R２ 評価 R２事業実施上の課題 R３ 目標 R３ 事業の進捗状況

妊産婦訪問指導 医療機関と連携し、妊娠
中、産後の健康管理を支
援します。

市民生活課
（健康推進
室）

医療機関と連携し、妊娠
中、産後の健康管理を支
援します。

妊婦、産婦
○

妊婦は希望者に訪問す
ることができた。産婦
についてもほぼ訪問で
きている。

妊婦は希望者のみ訪問
を実施しているが、初
産婦への訪問は意識し
て勧めていく。

産婦　100％ ・妊婦は希望者に対し、助産
師が訪問し相談に応じてい
る。
・産婦は全戸訪問している。妊婦保健指導 両親が出産、育児に必要

な情報を得られ、気軽に
相談できる体制をつく
り、指導・相談を行いま
す。（パパ・ママセミ
ナー、プレママカフェ）

市民生活課
（健康推進
室）

両親が出産、育児に必要
な情報を得られ、気軽に
相談できる体制をつく
り、指導・相談を行いま
す。

概ね妊娠6～7か月の妊
婦とパートナー

△

初産のみを対象とし
た。参加率は51.5％
だった。

・新型コロナウイルス
感染予防対策をとりな
がら、実施する必要が
ある。

パパママセミナー
初産の参加率
80％

・パパママセミナーは初産の
みを対象に年6回開催。

新生児・乳児訪問事業 早期訪問により母乳育児
の推進を図ると共に、親
の育児を支援します。

市民生活課
（健康推進
室）

早期訪問により母乳育児
の推進を図ると共に、親
の育児を支援します。

新生児、乳児

○

新生児、赤ちゃん訪問
ともほぼ全員実施でき
ている。

特に早期に訪問が必要
な場合は病院や助産師
との調整が必要。

新生児、赤ちゃん
訪問100%

・助産師が生後1か月頃、保健
師が生後2か月頃に自宅を訪問
し、相談等に応じている。島
外に里帰りした場合も他市に
依頼し、実施している。
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具体的事業名 事業内容 所管 方向性または目標 事業対象 Ｒ２ 評価 R２事業実施上の課題 R３ 目標 R３ 事業の進捗状況
乳幼児健診事業 発育・発達の確認によ

り、異常の早期発見、早
期治療に結び付けます。
また、親が安心して育児
できるように励ますと共
に仲間作りの場としま
す。

市民生活課
（健康推進
室）

発育・発達の確認によ
り、異常の早期発見、早
期治療に結び付けます。
また、親が安心して育児
できるように励ますと共
に仲間作りの場としま
す。

1か月児、3～4か月児、
6～7か月児、9～10か
月児、1歳6か月児、3歳
児 ○

コロナの影響で中止し
た健診があったが、電
話や訪問等で状況を把
握できた。

健診回数・会場につい
ては医療機関との調整
が必要。
同日に2会場で実施す
る場合はスタッフの確
保が難しい場合があ
る。

健診受診率
100％

・1か月健診は医療機関で個別
に実施。3～4か月児、6～7
か月児、9～10か月児、1歳6
か月児、3歳児健診は市が集団
で実施している。

[新規事業]
歯科保健推進事業

乳児健診の会場や保育
園、幼稚園参観日など
に、歯科衛生士が歯科指
導や相談を行います。

市民生活課
（健康推進
室）

親子で歯みがき習慣を身
につけ、むし歯を予防す
る。

３～４か月、６～７か月
９～１０か月児の保護者
園児の保護者

○

乳児健診時の歯科保健
指導は全員に実施でき
た。

コロナの影響で園での
集団指導がしにくい状
況があった。
乳児健診は対象を9～
10か月児の保護者に
限定せず実施した。

・乳児健診時に歯
科保健指導を実施
する。
・前年度未実施の
園で歯科指導がで
きるよう働きかけ
る。

乳児健診会場で歯科衛生士に
よる歯科指導を実施してい
る。
希望する園には参観日等の際
に歯科衛生士による歯科指導
を実施している。

フッ化物歯面塗布事業 子どもの時から歯や口の
健康を意識し、実行しま
す。

市民生活課
（健康推進
室）

子どもの時から歯や口の
健康を意識し、実行しま
す。

９か月児から4歳児

○

フッ化物歯面塗布の実
施率は64.6％と年々
増加傾向。

保護者へ歯の健康づく
りに対する意識づけを
図るために、関係機関
と連携しながら取り組
んでいく必要がある。

フッ化物歯面塗布
受診率80.0％

・対象者にフッ化物歯面塗布
券を送付。
・１歳６か月児健診の時に希
望者にフッ化物歯面塗布を実
施している。

佐渡市休日急患センター 日曜・祝日・年末年始の
軽症患者への適正な医療
を確保するため、佐渡
市・医師会・佐渡総合病
院で協力し運営。

医療対策課 医療機関が休診になる休
日において、突発的な病
気にも対応可能な医療体
制により、安心して暮ら
すことができる子育て環
境を提供する。

子育て世帯を含む全市民

◎

休日の医療提供体制に
より、安心して子育て
できる環境を提供し
た。
小児科実績55人

軽症患者への適正な医
療を確保できている。

休日における医療
提供体制の維持

小児科実績３３人
（Ｒ３．８月末現在）

子どもの予防接種事業 子どもの健康を守り、周
りへの集団感染を防ぐた
め適切な予防接種の実施
を進めます。

市民生活課
（健康推進
室）

子どもの健康を守り、周
りへの集団感染を防ぐた
め適切な予防接種の実施
を進めます。

0歳～中学生

◎

予定どおり、ロタウイ
ルス予防接種を対象者
へ案内している。

ロタウイルスワクチン
が定期接種となるため
対象者への周知や医療
機関との調整が必要に
なる。

接種率９０％ 各予防接種の対象者へ案内を
送付し、受診勧奨を行ってい
る。

乳児家庭全戸訪問事業 乳児及びその保護者の心
身の様子及び養育環境の
把握を行い、子育てに関
する情報提供と育児不安
の軽減を図る。

市民生活課
（健康推進
室）

乳児及びその保護者の心
身の様子及び養育環境の
把握を行います。

生後４か月までの乳児の
いる家庭

○

助産師の新生児訪問と
保健師による赤ちゃん
訪問で対象となる全家
庭を訪問できた。

長期入院中など、特別
な事情を除いて実施で
きている。

対象となる家庭の
訪問実施率100％

新生児・乳児訪問事業のどち
らも拒否した家庭を子ども若
者相談センターの家庭児童相
談員等が訪問する

子どもの医療費助成事業 子育て世帯の医療負担軽
減を目的とし、子どもの
18歳到達後の最初の3月
31日までの医療費の一
部及び入院に係る医療費
全額を助成する。

子ども若者課
（子育て支援
係）

子どもが医療機関を受診
した際の医療費を助成す
る。
【自己負担】
通院：１日につき530円
（同じ月で同一医療機関
５回目以降は無料）
入院：無料

高校卒業相当（18歳到
達年度末）までの子ども

◎

医療費の助成は、子育
て世帯の経済的負担軽
減に繋がった。
助成内容は、県内他市
と比較しても充実して
いる。

助成内容については一
定の水準に到達してい
る。

子育て世帯の経済
的負担を軽減し、
助成対象者が円滑
かつ容易に医療機
関を受診するため
の支援を行う。

子どもが医療機関を受診した
際の医療費を助成している。

　【基本施策】（３）親子で学び遊べる場の提供
具体的事業名 事業内容 所管 方向性または目標 事業対象 R2 評価 R2事業実施上の課題 R３ 目標 R３ 事業の進捗状況

親子での読書普及 親子で参加できるお話し
会の実施などを通じて、
家庭での読み聞かせの普
及・定着を促す機会を提
供します。

社会教育課
（中央図書
館）

本の楽しさと、図書館の
利用方法について知って
いただき、子どもの読書
活動を推進する。

〇乳幼児から小学生まで
の子どもと、その保護者

△

人数制限や事前申し込
みを行うなど感染予防
対策を実施しながら開
催したものの、開催回
数や参加人数は大幅に
減少し、十分な実施に
は至らなかった。

コロナ禍でおはなし会
等の開催そのものが制
限。人数制限や事前申
し込みを行うなど感染
予防対策を実施しなが
ら開催したものの、十
分な回数を実施するこ
とはできなかった。

おはなし会
参加人数延べ600
人

おはなし会
延17回、195人参加
（Ｒ３．８月末現在）
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具体的事業名 事業内容 所管 方向性または目標 事業対象 Ｒ２ 評価 R２事業実施上の課題 R３ 目標 R３ 事業の進捗状況
ふれあい家庭学級、親子
体験教室

自然・伝統文化・環境な
どの佐渡学を中心とした
佐渡の魅力を感じ、郷土
愛を育む講座を行いま
す。

社会教育課 ジオパーク親子体験や家
庭教育学級などを開催
し、親子のふれあいや社
会参加を促し、人づく
り・仲間づくりを進めま
す。

親子

○

申込者は多く、参加者
アンケートでも満足、
ジオパークが楽しい印
象に変わったという結
果をもらっている。

雨天時の代替事業メ
ニューの充実を図る。
新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、直
前で中止になった講座
があった。

SNS等を活用し、
事業の周知を図
り、各回定員の7組
が参加する。

・市民講座入門コース（火打
ち石体験と貝がらアート）親
子７組19人
・親子体験（シーカヤックで
小木海岸体験！・石を使って
サバイバル！）中止

親子ふれあいスポーツ 親子で参加できるスポー
ツ教室等の充実を図り、
子どもたちに体を動かす
ことの楽しさ、大切さを
学ぶ場を提供します。

社会教育課 各地区ごとに特色のある
親子参加型のスポーツ教
室を開催する。

園児から小学生までとそ
の保護者

△

親子で体を動かすこと
の楽しさを体感してい
ただくことができた。

新型コロナの影響もあ
り、２地区でしか実施
できなかった。計画で
きなかった地区もある
ことから、全地区で実
施計画を立てる必要が
ある。

全地区で親子ス
ポーツ教室等を実
施する。
10地区

５地区で実施計画あり。他は
検討中。
相川・金井・真野の３地区で
計１３回実施済。
（Ｒ３．８月末現在）

[令和３年度新規事業]
サドジュニアオリンピッ
ク
(R2 おおなわとび大会)

市内の地域子ども会等の
チーム対抗で様々な競技
を競い、チームのために
自分ができることを考
え、実践する場を提供し
ます。

社会教育課 チームで同じ目標に向
かって取り組むことで、
社会性や協調性の向上を
図る。
また、チームの枠を超
え、参加児童同士が交流
し、仲間づくり及び向上
心の向上に繋げる。

小学生

△

新型コロナウイルス感
染症の影響により、中
止となり評価できず。

感染症対策をしっかり
と行い、コロナ禍にお
いてもおおなわとび大
会を開催できる方法を
確立する。

HP、SNS等で早め
の周知を行い、上
限の８チームが参
加する。

12月に開催ができるよう、準
備を進めている。

ブックスタート事業 乳児健診時に絵本をプレ
ゼントすることで、絵本
を通じて親子でふれあう
時間をもってもらうきっ
かけを提供します。

社会教育課
（中央図書
館）

お渡しした絵本をきっか
けに、親子で絵本の楽し
さと図書館の利用方法を
知っていただく。

〇４か月検診に参加した
親子

○

直接、対象の親子に会
うことができなくなっ
てしまったが、対象者
には確実にお渡しする
ことができた。

コロナ禍で、図書館ス
タッフが健診会場に伺
うことが困難となっ
た。

配布数：253人 配布実績：１１１人
（Ｒ３．８月末現在）

子育て支援センターの設
置・運営
子育てグループ等の育成
支援

　子育て支援の拠点とし
て育児相談や育児サーク
ルの育成・支援、子育て
関連の情報を提供するこ
とにより、子育てに関す
る不安等の解消を図りま
す。
　また、地域の人との関
わりや、世代間交流の場
として、子どもを連れて
気軽に行けるプレイス
ポットなどの情報を整理
し、提供します。

子ども若者課
（子育て支援
係）

育児相談やサークルの育
成・支援、子育て関連情
報を提供する。
R２年度は、妊娠期から
の切れ目のない子育て支
援を目指して、助産師や
保健師が支援センターを
訪問し、未就園児を育て
る親への講話や相談業務
を行う。

子育て中の親とその子ど
も

○

さわた子育て支援セン
ター改修移転（６
月）。
利用者が増加するとと
もに、子育てに関する
相談業務を行うこと
で、子育ての不安等の
解消に繋がった。

コロナ禍で人数制限を
実施しながら運営し
た。引き続き、感染症
対策を実施しながら子
育て世代への支援を行
う必要がある。
　また、私立子育て支
援センターとの情報共
有について、更なる連
携が必要である。

公立支援センター
（５か所）と私立
支援センター（４
か所）の連携を強
化し、子育て支援
に繋げる。

佐渡市ホームページに公立お
よび私立支援センターの雰囲
気がわかるよう、施設の外観
や室内の写真等を掲載した。
また、これまで掲載していな
かった私立支援センターのお
たよりや催事予定等を掲載し
た。

[検討事業]
地場産食材の使用促進事
業

佐渡産の安心安全な食材
を保育園で使用できるよ
うに生産者と連携を図り
ます。
また、生産者と保育園と
の交流の場を設けます。

子ども若者課
（園児支援
係）

各地域の生産者へ呼びか
けを行い、保育園への食
材提供を働きかけます。
また、生産者と園児が交
流することにより、佐渡
の良さを知り、郷土愛を
育みます。

地場産食材の生産者、保
育園児

△

地場産食材を納品する
業者が少なくなったた
め、地産地消率が落ち
た。

R1地産地消率：45%
R2地産地消率：40%

地場産食材の確保に向
けて、関係課との連携
が必要である。

地産地消率：45％ 地場産食材の確保に向けて、
農業政策課と連携し、各地域
の生産者への呼びかけを行っ
た結果、両津東・吉井・畑
野・川西保育園の４園におい
て、有機野菜を使った給食提
供が始まった。
10月11日には、吉井保育園
において、園児・吉井有機給
食応援隊・市長による給食試
食会と意見交換会が行われ
た。
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具体的事業名 事業内容 所管 方向性または目標 事業対象 Ｒ２ 評価 R２事業実施上の課題 R３ 目標 R３ 事業の進捗状況
[新規事業]
赤ちゃん面会日（子育て
支援事業）

少子化、核家族により、
新生児や乳児と出会うこ
とのないままに成長する
若者が増えています。そ
のため、小学校と連携
し、授業の一環として、
児童と新生児、乳児、そ
の子を育てる両親との出
会いの場をつくります。

子ども若者課
（子ども若者
相談セン
ター）

佐渡総合病院を会場にＢ
ＦＩの協力を得て開催し
ていますが、乳児とその
保護者の協力、衛生面を
クリアすることができれ
ば、病院以外にも会場を
移し全島の小学校および
中学校を対象に事業を展
開していきます。

小学校、中学校の児童

○

コロナ禍により「赤
ちゃん面会日」は中止
となった。しかし、こ
のコロナ禍でできるこ
とはないかと検討し、
民間団体及び佐渡地域
振興局との協働、庁内
複数の部署の協力を得
て、「いのちのつなが
り体験日」を開催し
た。福祉教育の場とし
て疑似体験を通し、い
のちのつながりについ
て考え、体感する機会
を作った。

いのちを大切に思う心
の醸成、人を思いやる
心の醸成を図ることを
テーマに、それぞれ疑
似体験を行った。民間
団体との協働、庁内他
課との連携で内容が盛
りだくさんとなった。
そのため、ポイントが
どこであったのかぼや
けてしまった。

・佐渡総合病院を
会場に、年3回赤
ちゃんを先生とし
て小学校高学年を
対象にいのちの大
切さ、尊さを学
ぶ。

・コロナ禍における、感染拡
大防止のため未実施。

いのちの授業推進事業 当たり前のようにある
「いのち」。今ここにい
る奇跡。生まれてきた自
分はとてもすばらしい力
を持っていることを小さ
いうちから耳で聞いて、
感じてもらうことによ
り、将来、自分や周りの
人を大切に思う気持ちを
醸成します。

子ども若者課
（子ども若者
相談セン
ター）

当たり前のようにある
「いのち」。今ここにい
る奇跡。生まれてきた自
分はとてもすばらしい力
を持っていることを小さ
いうちから耳で聞いて、
感じてもらうことによ
り、将来、自分や周りの
人を大切に思う気持ちを
醸成します。

子育て支援センター、保
育園、幼稚園、小学校、
中学校、高校の児童、生
徒、保護者対象

○

保育園から高校まで広
く「いのち」について
考える時間を与えられ
たことは、これからの
子ども、若者たちに
とって有効であったと
思われる。アンケート
でも「ためになった」
という声が多くあっ
た。

自己肯定感を育て、性
における責任ある行動
及び自他の命を大切に
するというライフスキ
ルの基礎となる事業で
あり、年齢に合わせて
た有効なプログラム内
容であるが、学校のカ
リキュラムが早い段階
で決まっており、なか
なかその中に組み込む
ということが難しい。
広く認知され、授業の
一環として実施される
ように市教委、学校と
連携を図る必要があ
る。

・小学校（1/2成

人式対象）22校✖

1回
・中学校（各学年

対象）9校✖3回

・中学校（小規模

校対象）4校✖1回

・中等教育学校
（各学年対象）1校

✖3回

・高校（各学年対

象）6校✖3回

・保育園（年長児

対象）3園✖1回

・市内全小・中学校、高校に
実施要項、チラシを配布。
・７校から申込あり。
（Ｒ３．８月末現在）

食育事業 親子や仲間、地域の人と
の交流、ふれあいの場と
し、食事づくりを通して
親子のふれあいや食への
関心を深めます。

子ども若者課
（園児支援
係）

テーマに沿った食育活動
を計画し、親子で取り組
み、食への関心を深め
る。
・食育教室

保育園児（年長児）とそ
の保護者

○

給食参観として食育教
室を実施できた。

新型コロナ感染症拡大
防止のため、例年実施
しているクッキング
や、親子での試食は行
えなかった。

実施予定園の全園
での実施

肥満と適正な主食量をテーマ
に、年長児の親子を対象に給
食参観を実施する。

○実施済み園：２園

○9月～12月までに
　2２園実施予定

食育（いろいろな体験を
通して食の大切さを学
ぶ）事業

保育園で野菜を栽培、収
穫をしたクッキングや給
食で食することで、食へ
の関心について向上が図
られています。

子ども若者課
（園児支援
係）

自分たちで野菜を育て、
食べることを経験し、食
べ物への興味や食べるこ
とへの関心を持つ。
・野菜の栽培
・クッキング

保育園児

○

野菜の栽培は全園で実
施できた。

新型コロナ感染症拡大
防止のため、クッキン
グを見合わせる園が多
かった。

・野菜の栽培（全
園で実施）

・クッキングにつ
いては、新型コロ
ナウィルスの感染
拡大防止を踏ま
え、状況をみなが
ら、可能な園から
実施していく。

野菜の栽培やクッキングをと
おして、食べ物への興味や関
心をもつ。

○野菜の栽培：全園で実施済

○クッキング：
　　　9園/17園実施
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具体的事業名 事業内容 所管 方向性または目標 事業対象 Ｒ２ 評価 R２事業実施上の課題 R３ 目標 R３ 事業の進捗状況
食育推進（早寝・早起
き・朝ごはん）事業

園児・保護者・祖父母等
を対象に、各保育園児の
現状を踏まえ、子どもの
生活リズムを整えられる
ように、正しい生活習慣
や食習慣等について講話
します。

子ども若者課
（園児支援
係）

佐渡の子どもの現状を大
人に伝え、家族全体で課
題に取り組む環境を作
る。
・お便り（元気な子通
信）での意識啓発
・朝ごはん・歯みがきが
んばりカードの実施

保育園児とその保護者、
祖父母

○

・月１回元気な子通信
の配布で正しい生活習
慣や食習慣について啓
発できた。
・年２回、朝ごはん歯
みがきがんばりカード
を実施し「毎日でき
た」園児が増加した。
結果を踏まえ、家族全
体で課題に取り組むよ
う啓発できた。

・毎月、お便りは配布
しているが、家族全体
（祖父母等）への周知
が必要である。
・新型コロナ感染拡大
防止のため教室での講
話を実施できない園が
多かった。
・がんばりカードの実
施は習慣づけに効果が
あるため、実施できて
いない家庭へのアプ
ローチが必要である。

・元気な子通信の
配布（毎月）

・朝ごはん歯みが
きがんばりカード
の実施（年２回）

・正しい生活習慣や食習慣等
をテーマに元気な子通信で意
識啓発を図る。（4～9月配布
済み）
・朝ごはん歯みがきがんばり
カードを実施し、食生活や歯
の健康を大切にした規則正し
い生活習慣を確立する。
　①6/7～7/4
　②11/1～11/28
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